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ネットワンシステムズでは、顧客のネットワーク機器やサーバー、ストレージといったシステムの運用・

監視をリモートで行うためのサービス共通基盤（クラウド基盤）を構築、運用している。しかし顧客数

の増加とともに、収容する顧客向けの環境（テナント）の構成が複雑になり、構築や設定、運用に課題

が見えてきた。そこで、同社はジュニパーネットワークスのマルチクラウドの管理プラットフォーム

「Contrail Enterprise Multicloud」を導入。OpenStack基盤における顧客向け環境の構築や設定

を自動化し、運用工数の削減とヒューマンエラーによるサービス停止時間の最小化を実現した。

ネットワンシステムズは、1988年にネットワークインテグレータとして創業して以来、ネットワーク基

盤の構築や運用を中核サービスとして提供してきた。現在では、長年のネットワークに関する知見や

技術力を活かしつつ、サーバー、ストレージ、セキュリティ、コミュニケーションのほか、IoT、ビッグ

データ、クラウドといった先端技術を含めた ICT全般の利活用を支援している。

「当社は、お客様に提案する製品や新しいテクノロジーを自社で使ってみて、そこで得られたノウハ

ウを提供するリファレンスモデルになれるよう努めています。環境はお客様によって異なりますし、お

客様もメーカーが言わない情報を知りたがっています。サービス共通基盤は、お客様向けのサービ

スを運用する ICT基盤ですが、当社にとってはマルチベンダーのシステムを安定して、効率よく運用

できるようさまざまなナレッジを蓄積するための基盤でもあります」と、ネットワンシステムズ ビジネ

ス開発本部 第2応用技術部長の比留川邦敏氏は説明する。

同社が顧客に導入したネットワークやサーバー、ストレージといったシステムの運用・監視やセキュ

リティ診断などのリモートサービスは、サービス共通基盤で提供される。従来、顧客ごとに個別の環

境を構築し運用していたものをより効率よく提供できるよう、2016年に仮想化技術を活用して「サー

ビス共通基盤」として構築し、運用を開始した。

サービス共通基盤は、サービス基盤のインフラ管理機能を提供する「共通基盤」と、インターネット

接続やメールといった共用サービス、およびモニタリングやセキュリティ診断といった個別サービス

をテナントごとに提供する「サービス基盤」に分かれている。サービス基盤は、OpenStackと

VMwareの仮想基盤で提供され、サービスの要件に合わせて対応している。

マルチテナント環境の構築・運用に見えてきた課題
多数の顧客環境を受け入れるようになると、サービス共通基盤では柔軟性や拡張性の課題が浮き彫り

になってきた。顧客環境（テナント）はOpenStack基盤かVMware基盤のどちらかで構築されるが、

追加する際の工数が多く、VLANとNATで構成されるマルチテナントも複雑になりがちで、VLANの

リソース管理も煩雑になったという。また、各基盤のネットワーク（L2ファブリック）は独立しており、

テナントごとに外部接続の設計が必要となる。基盤／データセンターを拡張する際には複雑な設計を

やり直さなければならない。

サービス共通基盤も、テナントを追加するたびに設定すべきポイントが多く、自動化するにも工数がか

かっていた。共通基盤のリソースを利用するときにも、サービス基盤のL2ファブリックを経由する必要

があった。

「テナントを追加する際には、基盤やネットワーク、認証や監視といった多数の設定を施す必要があ

ります。迅速にサービスを提供するには自動化が必須ですが、自社開発の負荷やコストが大きくなっ

ていました。工数を減らした自動化を取り入れることで、作業ミスを減らし、結果としてサービス停止

時間を最小化できます」（比留川氏）
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に計画・導入・運用・最適化の一連のライフ
サイクル全体をワンストップでサービス提供
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もっともシンプルに自動化できる製品がContrail 
Enterprise Multicloudだった
上記の拡張性、柔軟性の課題を解決するため、同社は、マルチクラウドの管理

プラットフォームであるジュニパーネットワークスの「Contrail Enterprise 

Multicloud」を導入し、サービス共通基盤を刷新した。

新しいサービス共通基盤の構築に向けて、次の4つの要件を定めた。

① ネットワークの構築・運用作業を可能な限り自動化

② 顧客ごとに統合環境として制限なく収容できるシームレスなマルチテナントの実現

③ 標準化技術を用いたネットワークの相互接続

④ 一貫性のあるポリシーで安全・安定的に外部と接続

同社では、さまざまなメーカーの製品を検討した。その結果、上記の要件をもっ

とも満たす製品がContrail Enterprise Multicloudだった。

「ジュニパーネットワークスはコアネットワークとデータセンターネットワークを

同一のアーキテクチャーで構成できることもあり、通信事業者やサービスプロ

バイダーに幅広い顧客を持っています。またアーキテクチャーは標準化技術に

基づいているため相互接続性に優れ、メンテナンスもしやすく、マルチベン

ダーで基盤やサービスをお客様に提供する当社のコンセプトに合致しました」

と、ビジネス開発本部 第2応用技術部 サービス共通基盤チーム エキスパート

の今園正宏氏は振り返る。

今園氏らは、以前からSDNのプラットフォームとしてContrail Enterprise 

Multicloudに注目し、サービス共通基盤のネットワークへの適用を考えてい

たという。オーバーレイモデルによる物理ネットワークとの分離が可能で、コン

トローラーで情報を一元管理可能なContrail Enterprise Multicloudであ

れば、エンドツーエンドでシームレスなマルチテナント環境を実現できる。標

準化技術に基づくので外部接続も容易で、基盤やデータセンターを拡張でき

る仕組みも備えている。基盤とコアの双方のネットワークで一貫性のあるポリ

シーで外部接続も可能だ。マルチクラウド対応なので、OpenStack基盤や

VMware基盤だけでなく、各種パブリッククラウドも一元管理できるという点

も魅力的だった。

「シンプルにもっとも自動化しやすい製品がContrail Enterprise Multicloud

でした。Contrail Enterprise Multicloudでできることを別の製品で実現し

ようとすると、複雑になってしまいます。自社で開発しなければならない工数

を減らすことができ、運用の省力化とスピードアップ、ひいては品質向上につ

ながると判断しました」（今園氏）

リードタイムを大幅に削減、将来的な拡張も容易に
Contrail Enterprise Multicloudは、サービス共通基盤のうちOpenStack

基盤で使われている。シンプルに自動化できるようになったことで、お客様の

リクエストからテナント提供までの時間を大幅に短縮できるようになった。将

来的に基盤を拡張する際も設計工数を減らし、人的なミスやトラブルの削減も

期待できるだろう。

「ジュニパーネットワークスのアーキテクチャは一貫しており、さまざまな領域

や製品で共通の知識を活用できる点が気に入っています。安定性に優れ、ミッ

ションクリティカルな環境でも安心して採用できます。Contrail Enterprise 

Multicloudをはじめとしたジュニパー製品は通信事業者にも使われるキャリア

グレード品質なので、信頼性は非常に高いと実感しています」と、ビジネス開発

本部 第2応用技術部 サービス共通基盤チームの井上彰氏は高く評価している。

同社はサービス共通基盤にContrail Enterprise Multicloudを導入し、その

実力を高く評価している。将来的には、コンテナを含む別の仮想基盤にも拡張

し、他拠点のデータセンターや、各種パブリッククラウドにいたるまで、幅広い

マルチクラウド環境での導入も視野に入れているという。具体的な例として、

他拠点にContrail Enterprise Multicloudを活用したOpenStack基盤を

導入し、ディザスタリカバリ環境を構築する計画があるという。

「ネットワンシステムズでは、Contrail Enterprise Multicloudをベースとし

たサービス共通基盤の運用を続けて知見を蓄積し、顧客のマルチクラウド移

行の支援サービスも強化していく予定です。ジュニパーネットワークスとも連携

して、お客様へのサービス品質をより高めたいと考えています」（比留川氏）

同一テナントのサービスが、複数基盤上で連動して動く（マルチハイパーバイザー、マルチテナント、マルチクラウド、マルチデータセンター）

yum GitLab Jenkins

python Ansible ServiceNow

Zabbix Actifio F5 BIG-IP

paloalto PAScality Informatica

共通基盤

AppDynamics splunk AppFormix

fluentd Elastic stack

Moogsoft

Cisco
Tetration

Grafana Prometheus

サービス共通分析基盤

XOC基盤

Security基盤

情シス基盤

他部門基盤
お客様2

データセンター

お客様1

サービスA
テナント 

サービスオーナー

ex.モニタリングサービス

サービスB
テナント 

サービスオーナー

サービスA
テナント 

サービスオーナー

ex.モニタリングサービス

サービスB
テナント 

サービスオーナー

サービスA
テナント 

サービスオーナー

ex.モニタリングサービス

サービスB
テナント 

サービスオーナー

Redhat OpenStack

OpenStack基盤
Juniper
CONTRAIL VMware基盤 コンテナ基盤 他拠点DC基盤

クラウドHUB

Internet
パブリッククラウド

AWS Azure

GCP IBM Cloud

サービスA
テナント 

サービスオーナー

ex.モニタリングサービス

サービスB
テナント 

サービスオーナー

基盤間サービス連携
基盤提供
エリア

外部接続
エリア

Juniper
サービス共通コアネットワーク

サービス基盤


